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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙葉類を搬送する搬送部材と、
　前記搬送部材に対向して配置され、前記搬送部材との間で前記紙葉類を挟持する挟持部
材と、
　前記搬送部材を支持する第１ガイドと、
　前記第１ガイドに対向して配置され、前記挟持部材を支持する第２ガイドと、
　前記第１ガイド側に配置され、紫外光を外部に照射するとともに、前記紙葉類に含まれ
る蛍光体で励起され、前記蛍光体から発せられる励起光を検出する第１紫外線センサと、
　前記第２ガイド側に配置され、紫外光を外部に照射するとともに、前記紙葉類に含まれ
る蛍光体で励起され、前記蛍光体から発せられる励起光を検出する第２紫外線センサとを
有し、
　前記第１紫外線センサ及び前記第２紫外線センサは、互いに対向しない位置に配置され
ており、
　前記搬送部材及び前記挟持部材は、ともに、当該搬送部材又は当該挟持部材を回転させ
る回転軸を備えており、
　前記第１紫外線センサは、前記搬送部材の回転軸の配置位置から前記搬送の上流側及び
下流側のいずれか一方にずらされた位置に配置されており、
　前記第２紫外線センサは、前記挟持部材の回転軸の配置位置から軸方向にずらされた位
置に配置されている
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ことを特徴とする紙葉類鑑別装置。
【請求項２】
　紙葉類を搬送する搬送部材と、
　前記搬送部材に対向して配置され、前記搬送部材との間で前記紙葉類を挟持する挟持部
材と、
　前記搬送部材を支持する第１ガイドと、
　前記第１ガイドに対向して配置され、前記挟持部材を支持する第２ガイドと、
　前記第１ガイド側に配置され、紫外光を外部に照射するとともに、前記紙葉類に含まれ
る蛍光体で励起され、前記蛍光体から発せられる励起光を検出する第１紫外線センサと、
　前記第２ガイド側に配置され、紫外光を外部に照射するとともに、前記紙葉類に含まれ
る蛍光体で励起され、前記蛍光体から発せられる励起光を検出する第２紫外線センサとを
有し、
　前記第１紫外線センサ及び前記第２紫外線センサは、互いに対向しないように、前記紙
葉類の搬送方向に直交する方向に互いにずらされて配置されており、
　前記挟持部材の回転軸の長さは、前記搬送部材の回転軸よりも短く形成されており、
　前記第１紫外線センサは、前記搬送部材の回転軸の近傍に配置されており、
　前記第２紫外線センサは、前記挟持部材の回転軸の近傍に配置されている
ことを特徴とする紙葉類鑑別装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２のいずれか一項に記載の紙葉類鑑別装置において、
　前記紙葉類は、前記励起光を発する蛍光体領域を備えている紙幣であり、
　前記第１紫外線センサ及び前記第２紫外線センサの少なくとも一方は、前記蛍光体領域
に紫外光を照射可能な位置に配置されている
ことを特徴とする紙葉類鑑別装置。
【請求項４】
　紙葉類を搬送する搬送部材と、
　前記搬送部材に対向して配置され、前記搬送部材との間で前記紙葉類を挟持する挟持部
材と、
　前記搬送部材を支持する第１ガイドと、
　前記第１ガイドに対向して配置され、前記挟持部材を支持する第２ガイドと、
　前記第１ガイド側に配置され、紫外光を外部に照射するとともに、前記紙葉類に含まれ
る蛍光体で励起され、前記蛍光体から発せられる励起光を検出する第１紫外線センサと、
　前記第２ガイド側に配置され、紫外光を外部に照射するとともに、前記紙葉類に含まれ
る蛍光体で励起され、前記蛍光体から発せられる励起光を検出する第２紫外線センサとを
有し、
　前記第１紫外線センサ及び前記第２紫外線センサは、互いに対向しない位置に配置され
ており、
　前記第１紫外線センサ及び前記第２紫外線センサを構成する紫外線センサは、
　前記紫外光を発する発光素子と、
　前記励起光を受ける受光素子と、
　前記紫外光を一方向に照射し、前記励起光を一方向に集光するレンズと、
　前記受光素子と前記レンズとの間に配置され、前記紫外光を遮光する遮光体と、
　前記発光素子と前記受光素子と前記遮光体と前記レンズとが内部に収納されている内側
ケースと、
　前記内側ケースが内部に収納されている外側ケースとを備えており、
　前記第１ガイド及び前記第２ガイドを構成するガイドは、前記外側ケースを固定する固
定機構を備えている
ことを特徴とする紙葉類鑑別装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の紙葉類鑑別装置において、
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　前記内側ケースは、紫外光を照射する照射方向が規定されているとともに、当該照射方
向に対して直交する直交面を備えており、
　前記ガイドは、前記外側ケースに当接する平坦面を備えており、
　前記外側ケースは、
　前記内側ケースの前記直交面に当接する内部当接面と、
　前記ガイドの前記平坦面に当接する外部当接面とを備えており、かつ、
　前記内部当接面で前記内側ケースの前記直交面に当接することにより、前記発光素子か
ら前記レンズまでの距離及び前記受光素子から前記レンズまでの距離が規定されるととも
に、前記外部当接面で前記ガイドの前記平坦面に当接することにより、前記レンズから前
記紙葉類までの距離が規定される
ことを特徴とする紙葉類鑑別装置。
【請求項６】
　請求項４又は請求項５に記載の紙葉類鑑別装置において、
　前記外側ケースは、前記紫外光と前記励起光とを透過させる透過部と、前記発光素子と
前記受光素子と前記遮光体と前記レンズとが内部に収納されている収納部と、当該収納部
から突出する突起部とを備えており、
　前記ガイドには、前記透過部が挿入される挿入孔が当該ガイドを貫通するように形成さ
れており、
　前記ガイドは、前記固定機構として、前記透過部が前記挿入孔に挿入されたときに、前
記突起部に係合する係合部を備えている
ことを特徴とする紙葉類鑑別装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の紙葉類鑑別装置において、
　前記透過部は、円柱状に形成されており、
　前記挿入孔は、円形孔状に形成されており、
　前記突起部は、前記収納部から、前記円柱状に形成された透過部の外周方向に突出する
ように形成されており、
　前記係合部は、鉤状に曲がった形状に形成されており、
　前記突起部及び前記係合部は、前記透過部が前記挿入孔に挿入された状態で、前記外側
ケースが前記挿入孔の内周に沿って回転させられることによって、係合する
ことを特徴とする紙葉類鑑別装置。
【請求項８】
　紙葉類を搬送する搬送部材と、
　前記搬送部材に対向して配置され、前記搬送部材との間で前記紙葉類を挟持する挟持部
材と、
　前記搬送部材を支持する第１ガイドと、
　前記第１ガイドに対向して配置され、前記挟持部材を支持する第２ガイドと、
　前記第１ガイド側に配置され、紫外光を外部に照射するとともに、前記紙葉類に含まれ
る蛍光体で励起され、前記蛍光体から発せられる励起光を検出する第１紫外線センサと、
　前記第２ガイド側に配置され、紫外光を外部に照射するとともに、前記紙葉類に含まれ
る蛍光体で励起され、前記蛍光体から発せられる励起光を検出する第２紫外線センサとを
有し、
　前記第１紫外線センサ及び前記第２紫外線センサは、互いに対向しない位置に配置され
ており、
　さらに、光学イメージセンサと、
　前記光学イメージセンサを駆動制御する制御部とを有しており、
　前記制御部は、前記光学イメージセンサの駆動タイミングに同期して、前記第１紫外線
センサ及び前記第２紫外線センサも駆動制御する
ことを特徴とする紙葉類鑑別装置。
【請求項９】
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　請求項１乃至請求項８のいずれか一項に記載の紙葉類鑑別装置において、
　前記第１紫外線センサ及び前記第２紫外線センサに加え、さらに、前記紙葉類に含まれ
る蛍光体で励起され、前記蛍光体から発せられる励起光を検出する１乃至複数の付加紫外
線センサを有しており、
　前記第１紫外線センサと前記第２紫外線センサと前記１乃至複数の付加紫外線センサと
は、それぞれが対向しない位置に配置されている
ことを特徴とする紙葉類鑑別装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙葉類を鑑別する紙葉類鑑別装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、現金自動預け払い機（ＡＴＭ）やキャッシュディスペンサ（ＣＤ）等の
現金取扱装置には、使用される紙葉類（紙幣）の金種や真贋を鑑別するための紙葉類鑑別
装置が搭載されている。
【０００３】
　紙葉類鑑別装置は、紙葉類の磁気情報を取得する磁気センサ、紙葉類の画像情報を取得
する光学イメージセンサ、紙葉類の厚さ情報を取得する厚さ検出センサ等を有している。
紙葉類鑑別装置は、これらのセンサによって取得された各種の情報に基づいて、紙葉類の
枚数や、走行状態、金種、真贋、損傷の程度（正損）等を鑑別する。
【０００４】
　ところで、紙葉類（紙幣）の中には、紫外光が照射されることにより励起され、励起光
を発光する蛍光体を紙面の一部分に備えている金種の紙幣がある。以下、紫外光が照射さ
れることにより励起され、励起光を発する領域を「紫外光蛍光体領域」と称する。また、
蛍光体に紫外光が照射され、励起光を発する現象を「紫外光蛍光反応」と称する。
【０００５】
　そして、紙葉類鑑別装置の中には、このような紙葉類の鑑別の精度を向上させるために
、紫外線センサ（ＵＶセンサ）を有する装置がある（例えば、特許文献１及び特許文献２
参照）。紫外線センサ（ＵＶセンサ）は、紙葉類（紙幣）に紫外光を照射した場合の紙葉
類の紫外光蛍光反応を検出するセンサである。
【０００６】
　特許文献１に記載された紙葉類鑑別装置は、紫外線センサ（ＵＶセンサ）を用いて、紙
葉類（紙幣）に紫外光を照射して反射する反射光量や透過する透過光量を検出し、その結
果を紫外線センサ情報として取得するとともに、可視光を紙葉類に照射してその反射光を
光学イメージセンサ（ラインイメージセンサ）で読み取って反射画像情報を取得する構成
になっている。
【０００７】
　特許文献２に記載された紙葉類鑑別装置は、紫外線センサ（蛍光発光検知部）の発光部
（紫外光発光ランプ）によって発光された紫外光を紙葉類に照射し、紙葉類に含まれる蛍
光体が紫外光によって励起されることによって蛍光体から発せられる励起光を受光部（フ
ォトダイオード）で受光して、紙葉類からのブリーチ発光特徴や蛍光発光特徴を取得する
構成になっている。
【０００８】
　紙葉類鑑別装置は、紫外線センサによって取得された紙葉類の蛍光反応情報と、他のセ
ンサによって取得された各種の紙葉類の特性情報とを総合的に用いることによって、紙葉
類の枚数や、走行状態、金種、真贋、損傷の程度（正損）等の鑑別精度を向上させている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００９】
【特許文献１】特開２０１３－２０６４４０号公報
【特許文献２】特開２００９－１５７５０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、特許文献１や特許文献２に記載された従来の紙葉類鑑別装置は、以下に
説明するように、紫外光を用いる鑑別において紙葉類の真贋判別性能（真券と偽券との判
別性能）を向上させることが望まれている、という課題があった。
【００１１】
　一般に、真正な紙葉類（真券）は、紫外光蛍光体領域を紙面の一部分にのみ有する構成
になっている。これに対して、様々な偽の紙葉類（偽券）の中には、紫外光蛍光体領域を
紙面の全部分に有する構成になっているものがある。このような偽券は、例えば、紫外光
蛍光体領域を限定するような特別な加工を施すことなく、コピー用紙（上質紙）等の紙葉
類を用いることによって製造されていると推定される。
【００１２】
　このような偽券（以下、「前記偽券」と称する）は、紫外光蛍光体領域を紙面の全部分
に有するため、紫外光蛍光反応が紙面の全部分から検出される。このような特性は、真券
が本来持ち得ない特性である。
【００１３】
　特許文献１や特許文献２に記載された従来の紙葉類鑑別装置は、単一の紫外線センサし
か持っていない。そのため、従来の紙葉類鑑別装置は、紫外光を用いる鑑別において、紫
外光蛍光反応が紙葉類の紙面から検出されたか否かを判別することでしか、真券と偽券の
判別を行うことができない。
【００１４】
　したがって、従来の紙葉類鑑別装置は、紫外光を用いる鑑別において、仮に、鑑別する
紙葉類が前記偽券であって、紫外光蛍光反応が紙葉類の紙面の全部分から検出される場合
であっても、その紙葉類を偽券として適正に判別することができなかった。
【００１５】
　この点について、本発明の発明者は、複数（例えば、２つ）の紫外線センサを用い、複
数の紫外線センサ同士が干渉し合わないようにして、紫外光蛍光反応が紙面の特定の一部
分だけから検出されたか否かを判別することで、このような課題を解決することができる
と考えた。
【００１６】
　本発明は、前記した課題を解決するためになされたものであり、紫外光を用いる鑑別に
おいて紙葉類の真贋判別性能を向上させた紙葉類鑑別装置を提供することを主な目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　前記目的を達成するため、本発明は、紙葉類を鑑別する紙葉類鑑別装置であって、紙葉
類を搬送する搬送部材と、前記搬送部材に対向して配置され、前記搬送部材との間で前記
紙葉類を挟持する挟持部材と、前記搬送部材を支持する第１ガイドと、前記第１ガイドに
対向して配置され、前記挟持部材を支持する第２ガイドと、前記第１ガイド側に配置され
、紫外光を外部に照射するとともに、前記紙葉類に含まれる蛍光体で励起され、前記蛍光
体から発せられる励起光を検出する第１紫外線センサと、前記第２ガイド側に配置され、
紫外光を外部に照射するとともに、前記紙葉類に含まれる蛍光体で励起され、前記蛍光体
から発せられる励起光を検出する第２紫外線センサとを有し、前記第１紫外線センサ及び
前記第２紫外線センサは、互いに対向しない位置に配置されており、前記搬送部材及び前
記挟持部材は、ともに、当該搬送部材又は当該挟持部材を回転させる回転軸を備えており
、前記第１紫外線センサは、前記搬送部材の回転軸の配置位置から前記搬送の上流側及び
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下流側のいずれか一方にずらされた位置に配置されており、前記第２紫外線センサは、前
記挟持部材の回転軸の配置位置から軸方向にずらされた位置に配置されている構成とする
。
【００１８】
　この紙葉類鑑別装置では、第１紫外線センサと第２紫外線センサとが、互いに対向しな
い位置に配置されている。そのため、この紙葉類鑑別装置は、第１紫外線センサと第２紫
外線センサとが互いに干渉し合うことを防止することができる。この紙葉類鑑別装置は、
その状態で、第１紫外線センサと第２紫外線センサとによって取得された紙葉類の紫外光
蛍光反応情報に基づいて、紙葉類を鑑別することができる。
【００１９】
　この紙葉類鑑別装置は、紫外光を用いる鑑別において、仮に、鑑別する紙葉類が前記偽
券であって、紫外光蛍光反応が紙葉類の紙面の全部分で発生する場合であっても、紫外光
蛍光反応が紙面の特定の一部分だけから検出されたか否かを判別することによって、その
紙葉類を偽券として適正に判別することができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、紫外光を用いる鑑別において紙葉類の真贋判別性能を向上させた紙葉
類鑑別装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】実施形態１に係る紙葉類鑑別装置の全体の構成を示す図である。
【図２】実施形態１に係る紙葉類鑑別装置の下側の紫外線センサの配置位置を示す図であ
る。
【図３】実施形態１に係る紙葉類鑑別装置の上側の紫外線センサの配置位置を示す図であ
る。
【図４】実施形態１に係る紙葉類鑑別装置の下側の紫外線センサ及び上側の紫外線センサ
の双方の配置位置を示す図である。
【図５】実施形態１で用いる紫外線センサの構成を示す図である。
【図６】実施形態１で用いる紫外線センサの実装構成を示す図である。
【図７】実施形態１に係る紙葉類鑑別装置の紫外光蛍光反応情報の切り出しのタイミング
の説明図（１）である。
【図８】実施形態１に係る紙葉類鑑別装置の紫外光蛍光反応情報の切り出しのタイミング
の説明図（２）である。
【図９】実施形態２に係る紙葉類鑑別装置で用いる紫外線センサ及び紫外線センサ取付部
の構成を示す図（１）である。
【図１０】実施形態２に係る紙葉類鑑別装置で用いる紫外線センサ及び紫外線センサ取付
部の構成を示す図（２）である。
【図１１】実施形態２に係る紙葉類鑑別装置の紫外線センサの構成を示す図である。
【図１２】実施形態２で用いる紫外線センサ取付部の製造方法を示す図（１）である。
【図１３】実施形態２で用いる紫外線センサ取付部の製造方法を示す図（２）である。
【図１４】実施形態３に係る紙葉類鑑別装置のブロック構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態（以下、「本実施形態」と称する）につき
詳細に説明する。なお、各図は、本発明を十分に理解できる程度に、概略的に示してある
に過ぎない。よって、本発明は、図示例のみに限定されるものではない。また、各図にお
いて、共通する構成要素や同様な構成要素については、同一の符号を付し、それらの重複
する説明を省略する。なお、図面に示す前後左右上下の向きは、操作者が紙葉類鑑別装置
の搭載装置を視認した場合の向きを示している。また、以下の説明において、「上流」及
び「下流」は、紙葉類（紙幣）の搬送方向を意味している。ここでは、便宜的に、上流側
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を紙葉類鑑別装置の前側とし、下流側を紙葉類鑑別装置の後側として説明する。
【００２３】
　［実施形態１］
　＜紙葉類鑑別装置の構成＞
　本実施形態１に係る紙葉類鑑別装置１は、紙葉類を鑑別する装置である。ここでは、紙
葉類鑑別装置１が現金自動預け払い機（ＡＴＭ）に搭載されており、紙葉類が紙幣である
場合を想定して説明する。以下、「紙葉類」を「紙幣」と称する。
【００２４】
　なお、特許文献２に開示された紙葉類鑑別装置は、紫外線センサ（蛍光検知部）が駆動
ローラの回転軸から離れた位置に配置されている。そのため、特許文献２に開示された紙
葉類鑑別装置は、紫外光を用いた紙葉類（紙幣）の鑑別を行う場合に、紙葉類（紙幣）が
バタツいた状態（すなわち、紙葉類（紙幣）の位置が不安定となり、紙葉類（紙幣）の位
置が変動し易い状態で、紫外線センサによって紫外光蛍光反応を検出している。これによ
り、特許文献２に開示された紙葉類鑑別装置は、紫外線センサの出力が変動し易くなって
おり、紫外光を用いた紙葉類（紙幣）の鑑別を正確に行うことができない、という課題も
あった。本実施形態１に係る紙葉類鑑別装置１は、このような課題も解決するものである
。
【００２５】
　以下、図１を参照して、本実施形態１に係る紙葉類鑑別装置１の構成につき説明する。
図１は、実施形態１に係る紙葉類鑑別装置の全体の構成を示す図である。なお、図１は、
説明の都合上、下側フレーム２と上側フレーム３の左側板等を省略して、内部の各部品を
模式的に示している。
【００２６】
　図１に示すように、紙葉類鑑別装置１は、下側フレーム２及び上側フレーム３を有して
いる。下側フレーム２及び上側フレーム３は、各構成要素を支持するフレーム部材である
。下側フレーム２及び上側フレーム３は、ともに、直方体形状に形成されている。
【００２７】
　下側フレーム２と上側フレーム３との間には、紙幣ＢＬを搬送する搬送路１０が設けら
れている。搬送路１０は、ほぼ水平な方向に延在して設けられている。紙葉類鑑別装置１
は、制御部１２０の制御に基づいて、紙幣ＢＬを搬送路１０に沿って前方向又は後方向へ
走行させながら、紙幣ＢＬの鑑別処理を行う。
【００２８】
　紙葉類鑑別装置１は、紙幣ＢＬが搬送路１０上で停止した場合の紙幣ＢＬの除去や搬送
路１０の周囲の各構成要素のメンテナンス等を容易に行うことができるように、回動支点
３ａｘを中心にして上側フレーム３を回動させて、搬送路１０を露出させることが可能な
構成になっている。
【００２９】
　そのための構成として、下側フレーム２は、上側フレーム３に連結される連結部４を備
えている。連結部４は、下側フレーム２の端部（図示例では、前端部）付近の位置から上
方に延びるように、形成されている。連結部４は、上側フレーム３の回動支点３ａｘを上
端部に備えている。回動支点３ａｘは、左右方向に延在するように配置されている。連結
部４は、回動支点３ａｘを中心にして上側フレーム３を回動自在に支持している。このよ
うな構成により、紙葉類鑑別装置１は、搬送路１０を露出させて、紙幣ＢＬの除去や搬送
路１０の周囲の各構成要素のメンテナンス等を容易に行うことができる。
【００３０】
　紙葉類鑑別装置１は、ロックレバー６によって下側フレーム２と上側フレーム３とを固
定する構成になっている。図示例では、ロックレバー６は、上側フレーム３の端部（図示
例では、後端部）付近に設けられた回動支点６ａｘを中心にして回動自在に支持されてい
る。ロックレバー６の自由端側には、下側フレーム２に設けられた係合部７と係合するフ
ック部６ｂが形成されている。上側フレーム３は、フック部６ｂと係合部７とが係合する
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ことによって、下側フレーム２に固定される。
【００３１】
　紙葉類鑑別装置１は、搬送路１０の周囲に、搬送ガイド１１，１６、駆動ローラ２１ａ
，２１ｂ，２１ｃ、従動ローラ２６ａ，２６ｂ，２６ｃ、磁気情報取得部３０、光学情報
取得部４０、紫外光蛍光反応情報取得部５０、及び、厚さ情報取得部６０を有している。
【００３２】
　搬送ガイド１１は、下側フレーム２に設けられたガイド部材である。一方、搬送ガイド
１６は、上側フレーム３に設けられたガイド部材である。以下、搬送ガイド１１と搬送ガ
イド１６とを区別する場合に、搬送ガイド１１を「下側搬送ガイド１１」と称し、搬送ガ
イド１６を「上側搬送ガイド１６」と称する。下側搬送ガイド１１は、特許請求の範囲に
記載された「第１ガイド」に相当する。また、上側搬送ガイド１６は、特許請求の範囲に
記載された「第２ガイド」に相当する。
【００３３】
　磁気情報取得部３０は、紙幣ＢＬから磁気情報を取得する構成要素である。
　光学情報取得部４０は、紙幣ＢＬの線状の画像情報を取得する構成要素である。
　紫外光蛍光反応情報取得部５０は、紫外光蛍光体領域（紫外光が照射されることにより
励起され、励起光が発せられる領域）の有無を表す紙幣ＢＬの情報（以下、「紫外光蛍光
反応情報」と称する）を取得する構成要素である。
　厚さ情報取得部６０は、紙幣ＢＬの厚さ情報を取得する構成要素である。
【００３４】
　下側搬送ガイド１１には、駆動ローラ２１ａ，２１ｂ，２１ｃと厚さ情報取得部６０の
後記する基準ローラ６１とが、回転自在に取り付けられている。駆動ローラ２１ａ，２１
ｂ，２１ｃ及び基準ローラ６１のそれぞれの回転軸体は、左右方向（すなわち、紙幣ＢＬ
の搬送方向に対して垂直な方向）に延在するように、回転自在に配置されている。
【００３５】
　駆動ローラ２１ａと駆動ローラ２１ｂとの間の間隔（前後方向の距離）と、駆動ローラ
２１ｂと駆動ローラ２１ｃの間の間隔と、駆動ローラ２１ｃと基準ローラ６１との間の間
隔は、紙幣ＢＬの短手方向の長さよりも短い距離に設定されている。
【００３６】
　駆動ローラ２１ａ，２１ｂ，２１ｃ及び基準ローラ６１は、それぞれの外周面の一部を
、下側搬送ガイド１１に形成された開口部から搬送路１０内に突出させた構成になってい
る。
【００３７】
　一方、上側搬送ガイド１６には、従動ローラ２６ａ，２６ｂ，２６ｃが、駆動ローラ２
１ａ，２１ｂ，２１ｃと対向するように、回転自在に取り付けられている。従動ローラ２
６ａ，２６ｂ，２６ｃの回転軸体は、左右方向に延在するように、回転自在で、かつ、上
下方向に移動自在に配置されている。従動ローラ２６ａ，２６ｂ，２６ｃは、それぞれ、
図示せぬ付勢部材（圧縮ばね）によって、駆動ローラ２１ａ，２１ｂ，２１ｃに押し付け
られている。
【００３８】
　また、上側搬送ガイド１６には、厚さ情報取得部６０の後記する支持部材６８が取り付
けられている。上側搬送ガイド１６は、支持部材６８の回動支点６８ａｘを備えている。
回動支点６８ａｘは、左右方向に延在して配置されている。上側搬送ガイド１６は、回動
支点６８ａｘを中心にして支持部材６８を回動自在に支持している。
【００３９】
　下側搬送ガイド１１の上面１２は、搬送路１０の下側搬送面として機能するように平坦
面状に形成されている。一方、上側搬送ガイド１６の下面１７は、搬送路１０の上側搬送
面として機能するように平坦面状に形成されている。
【００４０】
　下側搬送ガイド１１には、駆動ローラ２１ａ，２１ｂ，２１ｃ及び厚さ情報取得部６０
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の後記する基準ローラ６１のそれぞれの外周面の一部を搬送路１０内に突出させための開
口部が形成されている。
【００４１】
　同様に、上側搬送ガイド１６には、従動ローラ２６ａ，２６ｂ，２６ｃ及び厚さ情報取
得部６０の後記する検知ローラ６６のそれぞれの外周面の一部を搬送路１０内に突出させ
ための開口部が形成されている。従動ローラ２６ａ，２６ｂ，２６ｃ及び検知ローラ６６
は、図示せぬ付勢部材（圧縮ばね）によって、駆動ローラ２１ａ，２１ｂ，２１ｃ及び基
準ローラ６１のそれぞれに対応するローラに押し付けられている。
【００４２】
　駆動ローラ２１ａ，２１ｂ，２１ｃ及び基準ローラ６１は、それぞれ、図示せぬアクチ
ュエータから駆動力が伝達されることにより、回転する。このとき、従動ローラ２６ａ，
２６ｂ，２６ｃ及び検知ローラ６６は、駆動ローラ２１ａ，２１ｂ，２１ｃ及び基準ロー
ラ６１のそれぞれに対応するローラに紙幣ＢＬを押し付けながら、それぞれに対応するロ
ーラの回転に従動して回転する。これにより、紙葉類鑑別装置１は、搬送路１０に沿って
紙幣ＢＬを前後方向に搬送する。
【００４３】
　駆動ローラ２１ａ，２１ｂ，２１ｃは、それぞれ、図示せぬアクチュエータによって回
転駆動されて、紙幣ＢＬを搬送するローラである。駆動ローラ２１ａ，２１ｂ，２１ｃは
、それぞれ、ゴム系の弾性材により構成されており、紙幣ＢＬに対して高い摩擦力を有す
るように構成されている。なお、駆動ローラ２１ｃは、特許請求の範囲に記載された「搬
送部材」に相当する。
【００４４】
　従動ローラ２６ａ，２６ｂ，２６ｃは、それぞれ、駆動ローラ２１ａ，２１ｂ，２１ｃ
に対向して配置され、駆動ローラ２１ａ，２１ｂ，２１ｃとの間で紙幣ＢＬを挟持して搬
送するローラである。従動ローラ２６ａ，２６ｂ，２６ｃは、それぞれ、駆動ローラ２１
ａ，２１ｂ，２１ｃの回転に従動して回転する。従動ローラ２６ａ，２６ｂ，２６ｃは、
それぞれ、金属材、樹脂材、ゴム系弾性材、又は、これら素材の組み合わせによって構成
されている。なお、従動ローラ２６ｃは、特許請求の範囲に記載された「挟持部材」に相
当する。
【００４５】
　ここでは、下側フレーム２は、（ａ）磁気情報取得部３０の後記する磁気ギャップロー
ラ３１が駆動ローラ２１ａと駆動ローラ２１ｂとの間の位置に配置されており、（ｂ）光
学情報取得部４０の後記する下側光学イメージセンサ４１が駆動ローラ２１ｂと駆動ロー
ラ２１ｃとの間の位置に配置されており、（ｃ）紫外光蛍光反応情報取得部５０の後記す
る下側紫外線センサ５１が駆動ローラ２１ｃの近傍の位置に配置されており、（ｄ）厚さ
情報取得部６０の基準ローラ６１が駆動ローラ２１ｃよりも下流側（後側）の位置に配置
された構成になっている場合を想定して説明する。
【００４６】
　また、ここでは、上側フレーム３は、（ａ）磁気情報取得部３０の後記する磁気センサ
３６が従動ローラ２６ａと従動ローラ２６ｂとの間の位置に配置されており、（ｂ）光学
情報取得部４０の後記する上側光学イメージセンサ４６が従動ローラ２６ｂと従動ローラ
２６ｃとの間の位置に配置されており、（ｃ）紫外光蛍光反応情報取得部５０の後記する
上側紫外線センサ５６が従動ローラ２６ｃの近傍の位置に配置されており、（ｄ）厚さ情
報取得部６０の検知ローラ６６が従動ローラ２６ｃよりも下流側（後側）の位置に配置さ
れた構成になっている場合を想定して説明する。
　ただし、これらの部材の配置位置は、運用に応じて変更することが可能である。
【００４７】
　　（磁気情報取得部の構成）
　磁気情報取得部３０は、磁気センサ３６、及び、磁気ギャップローラ３１を有している
。
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　磁気センサ３６は、紙幣ＢＬから磁気情報を読み取るセンサである。
　磁気ギャップローラ３１は、紙幣ＢＬを磁気センサ３６の磁気センサ読取面３７の近傍
に近づけるローラである。
【００４８】
　本実施形態１では、磁気センサ３６が、上側フレーム３に取り付けられている。また、
磁気ギャップローラ３１が、磁気センサ３６の磁気センサ読取面３７と対向するように、
下側フレーム２に取り付けられている。
【００４９】
　磁気センサ３６は、磁気センサ読取面３７を上側搬送ガイド１６に形成された開口部か
ら搬送路１０内に突出させた構成になっている。一方、磁気ギャップローラ３１は、下側
搬送ガイド１１に形成された開口部から搬送路１０内に突出させた構成になっている。
【００５０】
　磁気ギャップローラ３１は、オーステナイト系ステンレス等の非磁性物質で形成された
回転軸と、複数のゴム系の弾性材で形成された円筒形のローラ部とを備えている。磁気ギ
ャップローラ３１の回転軸は、左右方向に延在するように、回転自在で、かつ、上下方向
に移動自在に配置されている。磁気ギャップローラ３１は、図示せぬアクチュエータによ
って回転駆動されている。
【００５１】
　磁気ギャップローラ３１は、下側フレーム２又は磁気センサ３６に設けられた図示せぬ
リミッタに突き当たるように、図示せぬ圧縮ばねによって、上側に押し付けられている。
磁気ギャップローラ３１の外周面と磁気センサ３６の磁気センサ読取面３７との間の間隔
は、所定の範囲内の値になるように、設定されている。
【００５２】
　　（光学情報取得部の構成）
　光学情報取得部４０は、搬送路１０の下側に配置された光学イメージセンサ４１、及び
、搬送路１０の上側に配置された光学イメージセンサ４６を有している。光学イメージセ
ンサ４１，４６は、例えば、反射透過型のラインイメージセンサによって構成されている
。以下、光学イメージセンサ４１と光学イメージセンサ４６とを区別する場合に、光学イ
メージセンサ４１を「下側光学イメージセンサ４１」と称し、光学イメージセンサ４６を
「上側光学イメージセンサ４６」と称する。
【００５３】
　下側光学イメージセンサ４１は、上方向に向けて所定の照射光を線状に照射するととも
に、照射光の一部が紙幣ＢＬの下側表面で拡散した拡散反射光を線状に受光する。この線
状に受光された拡散反射光は、紙幣ＢＬの下側表面で拡散した光の線状画像（反射画像）
を表している。
【００５４】
　また、下側光学イメージセンサ４１は、上側光学イメージセンサ４６から線状に照射さ
れた照射光の一部が紙幣ＢＬを透過した透過光を線状に受光する。この線状に受光された
透過光は、紙幣ＢＬの上側表面から下側表面に透過した光の線状画像（透過画像）を表し
ている。
【００５５】
　一方、上側光学イメージセンサ４６は、下方向に向けて所定の照射光を線状に照射する
とともに、照射光の一部が紙幣ＢＬの上側表面で拡散した拡散反射光を線状に受光する。
この線状に受光された拡散反射光は、紙幣ＢＬの上側表面で反射した光の線状画像（反射
画像）を表している。
【００５６】
　また、上側光学イメージセンサ４６は、下側光学イメージセンサ４１から線状に照射さ
れた照射光の一部が紙幣ＢＬを透過した透過光を線状に受光する。この線状に受光された
透過光は、紙幣ＢＬの下側表面から上側表面に透過した光の線状画像（透過画像）を表し
ている。
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【００５７】
　このように、光学情報取得部４０は、光学イメージセンサ４１，４６で拡散反射光及び
透過光を受光することにより、紙幣ＢＬの反射画像を表す情報（以下、「反射画像情報」
と称する）及び透過画像を表す情報（以下、「透過画像情報」と称する）を取得する。紙
葉類鑑別装置１の制御部１２０（図１参照）は、光学情報取得部４０から反射画像情報及
び透過画像情報を連続的に取得して、これらの画像情報が表す線状画像を合成することに
よって、紙幣ＢＬの全体の画像情報を取得する。
【００５８】
　　（紫外光蛍光反応情報取得部の構成）
　紫外光蛍光反応情報取得部５０は、複数の紫外線センサを有している。ここでは、紫外
光蛍光反応情報取得部５０が２つの紫外線センサ５１，５６を有している場合を想定して
説明する。ただし、紫外光蛍光反応情報取得部５０は、３つ以上の紫外線センサを有する
構成にすることができる。
【００５９】
　紫外線センサ５１は、搬送路１０の下側に配置されたセンサである。一方、紫外線セン
サ５６は、搬送路１０の上側に配置されたセンサである。以下、紫外線センサ５１と紫外
線センサ５６とを区別する場合に、紫外線センサ５１を「下側紫外線センサ５１」と称し
、紫外線センサ５６を「上側紫外線センサ５６」と称する。下側紫外線センサ５１は、特
許請求の範囲に記載された「第１紫外線センサ」に相当する。また、上側紫外線センサ５
６は、特許請求の範囲に記載された「第２紫外線センサ」に相当する。
【００６０】
　本実施形態１では、紫外線センサ５１，５６は、発光部７１（図５（ａ）参照）によっ
て発光された紫外光を紙幣ＢＬに照射し、紙幣ＢＬの表面の特定の一部分（後記する紫外
光蛍光体領域ｒｅ（図７参照））で励起し発せられた励起光（又は、コピー用紙（上質紙
）等の紙葉類に含まれる蛍光体が紫外光によって励起されることによって蛍光体から発せ
られる励起光）を受光部７２（図５（ａ）参照）で受光する。これによって、紙幣ＢＬの
紫外光蛍光反応特性を検出する。紫外線センサ５１，５６の配置位置及び構成については
、後記する。
【００６１】
　　（厚さ情報取得部の構成）
　厚さ情報取得部６０は、基準ローラ６１、検知ローラ６６、支持部材６８、及び、変位
検出センサ６９を有している。
　基準ローラ６１は、紙幣ＢＬの厚さを検出するために、所定の位置に配置されたローラ
である。
　検知ローラ６６は、基準ローラ６１との間で紙幣ＢＬを挟み込むローラである。
　支持部材６８は、検知ローラ６６を上下方向に移動可能に支持する部材である。
　変位検出センサ６９は、検知ローラ６６の変位量（移動量）を検出することによって、
紙幣ＢＬの厚さを検出するセンサである。
【００６２】
　基準ローラ６１は、紙幣ＢＬの搬送方向に対して直交方向に配置されている。基準ロー
ラ６１は、変形し難くなるように、所定の金属材により形成されている。基準ローラ６１
は、図示せぬアクチュエータによって回転駆動される。
【００６３】
　検知ローラ６６は、基準ローラ６１に対向して配置されている。検知ローラ６６は、変
位検出センサ６９により発せられた高周波磁界により渦電流を発生させるため、金属材に
よって構成されている。検知ローラ６６は、基準ローラ６１の回転に従動して回転する。
検知ローラ６６は、図示せぬ付勢部材（圧縮ばね）によって、基準ローラ６１に押し付け
られている。検知ローラ６６は、紙幣ＢＬが検知ローラ６６と基準ローラ６１との間を通
過する際に、紙幣ＢＬに押されて、紙幣ＢＬの厚さ分だけ上方に変位（移動）する。
【００６４】
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　支持部材６８は、回動支点６８ａｘを中心にして上側搬送ガイド１６に回動自在に取り
付けられている。回動支点６８ａｘは、左右方向に延在して配置されている。支持部材６
８は、回転軸６６ａｘを中心にして検知ローラ６６を回転自在に支持している。支持部材
６８は、回動支点６８ａｘの軸心を中心にして回動することにより、検知ローラ６６を搬
送路１０に対して上下方向に移動させる。
【００６５】
　変位検出センサ６９は、検知ローラ６６の上方に配置されている、渦電流型センサであ
る。変位検出センサ６９は、検知ローラ６６が基準ローラ６１と当接しているときの検知
ローラ６６の位置を基準位置とし、基準位置からの検知ローラ６６の相対的な変位量（移
動量）を検出する。
【００６６】
　　（紫外線センサの配置位置）
　以下、図２～図４を参照して、下側紫外線センサ５１及び上側紫外線センサ５６の配置
位置につき説明する。図２は、下側紫外線センサ５１の配置位置を示す図である。図２（
ａ）～図２（ｃ）は、それぞれ、上側、左側、前側から見た下側紫外線センサ５１の配置
位置を示している。図３は、上側紫外線センサ５６の配置位置を示す図である。図３（ａ
）～図３（ｃ）は、それぞれ、上側、左側、前側から見た上側紫外線センサ５６の配置位
置を模式的に示している。図４は、下側紫外線センサ５１及び上側紫外線センサ５６の双
方の配置位置を示す図である。図４（ａ）～図４（ｃ）は、それぞれ、上側、左側、前側
から見た下側紫外線センサ５１及び上側紫外線センサ５６の双方の配置位置を模式的に示
している。
【００６７】
　図２（ａ）に示すように、本実施形態１では、４つの駆動ローラ２１ｃが１本の回転軸
２１ｃａｘに取り付けられている。ただし、駆動ローラ２１ｃの数は、４つに限らず、増
減させることができる。回転軸２１ｃａｘの長さは、下側搬送ガイド１１の横幅（左右方
向の幅）とほぼ同じ長さになっている。回転軸２１ｃａｘは、下側搬送ガイド１１のほぼ
全横幅に亘って延在するように配置されている。紙幣ＢＬは、駆動ローラ２１ｃによって
矢印Ａ１の方向に搬送される。
【００６８】
　図２（ａ）～図２（ｃ）に示すように、下側紫外線センサ５１は、駆動ローラ２１ｃの
回転軸２１ｃａｘの近傍で、かつ、回転軸２１ｃａｘの配置位置から下流側（後側）にず
らされた位置に配置されている。ただし、下側紫外線センサ５１は、回転軸２１ｃａｘの
配置位置から上流側（前側）にずらされた位置に配置することができる。
【００６９】
　一方、図３（ａ）に示すように、本実施形態１では、４つの従動ローラ２６ｃが２本の
回転軸２６ｃａｘに取り付けられている。ただし、従動ローラ２６ｃの数は、４つに限ら
ず、増減させることができる。従動ローラ２６ｃの２本の回転軸２６ｃａｘの合計の長さ
は、駆動ローラ２１ｃの１本の回転軸２１ｃａｘの長さよりも短い長さになっている。２
本の回転軸２６ｃａｘは、上側搬送ガイド１６の横幅に対して一部分の領域にだけ延在す
るように、左右方向に分かれて配置されている。上側紫外線センサ５６は、２本の回転軸
２６ｃａｘの間に配置されている。
【００７０】
　図３（ａ）～図３（ｃ）に示すように、上側紫外線センサ５６は、従動ローラ２６ｃの
回転軸２６ｃａｘの近傍で、かつ、回転軸２６ｃａｘの配置位置から軸方向にずらされた
位置に配置されている。本実施形態１では、上側紫外線センサ５６は、回転軸２６ｃａｘ
の真横の位置に配置されている。
【００７１】
　その結果、図４（ａ）～図４（ｃ）に示すように、下側紫外線センサ５１及び上側紫外
線センサ５６は、前後方向（紙幣ＢＬの搬送方向）に互いにずらされて配置されている。
また、下側紫外線センサ５１及び上側紫外線センサ５６は、左右方向（紙幣ＢＬの搬送方
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向に直交する方向）に互いにずらされて配置されている。したがって、下側紫外線センサ
５１及び上側紫外線センサ５６は、互いに対向しない位置に配置されている。
【００７２】
　ただし、図４（ａ）に示すように、下側紫外線センサ５１及び上側紫外線センサ５６の
少なくとも一方は、紙幣ＢＬに設けられた紫外光蛍光体領域ｒｅに紫外光を照射可能な位
置に配置されている。
【００７３】
　　（紫外線センサの構成）
　以下、図５及び図６を参照して、下側紫外線センサ５１及び上側紫外線センサ５６の構
成につき説明する。ここでは、下側紫外線センサ５１及び上側紫外線センサ５６と同じ構
成の紫外線センサ７０を用いて説明する。図５は、本実施形態１で用いる紫外線センサ７
０（５１，５６）の構成を示す図である。図５（ａ）～図５（ｃ）は、それぞれ、前側、
左側、下側から見た紫外線センサ７０の構成を模式的に示している。図６は、紫外線セン
サ７０の実装構成を示す図である。
【００７４】
　図５（ａ）に示すように、紫外線センサ７０は、発光部７１、受光部７２、紫外光遮光
体７９、ケース７３、ロッドレンズ７４、及び、素子実装基板７７を有している。
　発光部７１は、紫外光を発する構成要素である。
　受光部７２は、光を受ける構成要素である。
　紫外光遮光体７９は、可視光を透過し、紫外光を遮光する構成要素である。
　ケース７３は、発光部７１、受光部７２、紫外光遮光体７９、ロッドレンズ７４、及び
、素子実装基板７７を収納する構成要素である。
　ロッドレンズ７４は、紫外光を一方向に照射し、紙幣ＢＬで反射した紫外線や、紙幣Ｂ
Ｌに含まれる蛍光体で励起され、前記蛍光体から発せられる励起光を集光する構成要素で
ある。紙葉類鑑別装置１は、紙幣ＢＬがロッドレンズ７４の照射方向を通過するように、
紙幣ＢＬを搬送する構成になっている。
　素子実装基板７７は、発光部７１及び受光部７２を実装する基板である。
【００７５】
　ケース７３は、光通路７５、及び、収納部７８を備えている。
　光通路７５は、光を通過させる透明な部位である。
　収納部７８は、光部７１、受光部７２、紫外光遮光体７９、ロッドレンズ７４、及び、
素子実装基板７７を収納する部位である。
【００７６】
　紫外線センサ７０は、ロッドレンズ７４を用いて、発光部７１が発した紫外光ｒａｙを
左右方向に広げて紙幣ＢＬの表面に線状に照射する。そして、紫外線センサ７０は、照射
された紫外光ｒａｙによる拡散反射光および紙幣ＢＬに含まれる蛍光体で励起され、前記
蛍光体から発せられる励起光を一方向に集光し、紫外線遮光体７９にて前記反射光を遮光
することで、励起光のみを受光部７２で受光して検出する。
【００７７】
　本実施形態１では、光通路７５は、円筒状の形状に形成されている（図５（ｃ）参照）
。一方、収納部７８は、直方体形状に形成されている（図５（ｂ）参照）。
【００７８】
　図６に示すように、紫外線センサ７０は、紫外線センサ実装基板１１５に実装されてい
る。紫外線センサ実装基板１１５には、紫外線センサ７０から出力される信号を増幅する
増幅部１１１が実装されている。紫外線センサ７０は、上側搬送ガイド１６の下面（上側
搬送面）１７や下側搬送ガイド１１の上面（下側搬送面）１２とは逆側の面（搬送路１０
に面していない側の面）に設けられた仕切り部１８によって仕切られた空間内に配置され
ている。
【００７９】
　紫外線センサ７０を実装している紫外線センサ実装基板１１５と搬送面１７とは逆側の
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面に形成された搬送ガイド１６の仕切り部１８との間には、スポンジ等の防塵部材１１６
が配置されている。また、紫外線センサ７０の光通路７５と搬送路１０との間には、光透
過性のカバー部材７６が配置されている。これにより、紫外線センサ７０は、塵埃が内部
に侵入したり光通路７５の表面に付着したりすることを防止する構成になっている。
【００８０】
　＜紙葉類鑑別装置の動作＞
　以下、図７及び図８を参照して、紙葉類鑑別装置１の動作の構成につき説明する。図７
及び図８は、それぞれ、実施形態１に係る紙葉類鑑別装置１の紫外光蛍光反応情報の切り
出しのタイミングの説明図である。
【００８１】
　紙葉類鑑別装置１の記憶部には、金種別に、全ての金種の紙幣ＢＬの下側表面及び上側
表面の紫外光蛍光反応の強度比と搬送距離との関係を表す情報が予め登録されている。以
下、記憶部に予め登録されているこの情報を「登録紫外光蛍光反応情報」と称する。
【００８２】
　紙葉類鑑別装置１は、紙幣ＢＬを鑑別する場合に、紙幣ＢＬを搬送しながら、磁気情報
取得部３０（図１参照）で紙幣ＢＬの磁気情報を取得し、画像情報取得部４０で紙幣ＢＬ
の下側表面及び上側表面の画像情報を取得し、紫外光蛍光反応情報取得部５０で紙幣ＢＬ
の下側表面及び上側表面の紫外光蛍光反応情報を取得し、厚さ情報取得部６０（図１参照
）で紙幣ＢＬの厚さ情報を取得する。
【００８３】
　ここでは、図７に示すように、紙葉類鑑別装置１は、搬送速度「Ｓ」で紙幣ＢＬを搬送
している場合を想定して説明する。また、画像情報取得部４０の光学イメージセンサ４１
（又は４６）の読取ラインＬ４０から紫外光蛍光反応情報取得部５０の紫外線センサ７０
までの距離が「ｘ」であるものとして説明する。
【００８４】
　紙葉類鑑別装置１は、取得された紙幣ＢＬの各種の情報を図示せぬ記憶部に格納する。
このとき、紙葉類鑑別装置１は、紫外線センサ７０によって、紙幣ＢＬの下側表面及び上
側表面の紫外光蛍光反応情報を一定の間隔で連続して取得し、取得された紫外光蛍光反応
情報を図示せぬ記憶部に格納する。ここでは、紙葉類鑑別装置１が、紙幣ＢＬの紫外光蛍
光反応情報として、図８に示す情報を取得して、取得された情報を図示せぬ記憶部に格納
したものとして説明する。
【００８５】
　図８では、縦軸が紫外線センサ７０の出力値を表しており、横軸が時刻を表している。
紫外線センサ７０の出力値は、紙幣ＢＬの紫外光蛍光体領域ｒｅでの紫外光の蛍光反応の
強度（すなわち、紙幣ＢＬの紫外光蛍光反応特性）を表している。
【００８６】
　図８に示す領域Ｏｒｅは、紙幣ＢＬから紫外光蛍光反応特性が検出された領域である。
時刻ｔ１は、紙幣ＢＬの先端部ＢＬ１（図７参照）が紫外線センサ７０に到達した時刻で
ある。時刻ｔ２は、紙幣ＢＬの紫外光蛍光体領域ｒｅの先端部ｒｅ１（図７参照）が紫外
線センサ７０に到達した時刻である。時刻ｔ３は、紙幣ＢＬの紫外光蛍光体領域ｒｅの後
端部ｒｅ２（図７参照）が紫外線センサ７０を通過した時刻である。時刻ｔ４は、紙幣Ｂ
Ｌの後端部ＢＬ２（図７参照）が紫外線センサ７０を通過した時刻である。時刻ｃ１は、
時刻ｔ２から任意の時間だけ前の時刻である。時刻ｃ２は、時刻ｔ３から任意の時間だけ
前の時刻である。
【００８７】
　時刻ｔ１は、紙幣ＢＬの先端部ＢＬ１（図７参照）が画像情報取得部４０の読取ライン
Ｌ４０を通過した時刻から時間「ｔ」だけ後の時刻である。同様に、時刻ｔ２は、紙幣Ｂ
Ｌの紫外光蛍光体領域ｒｅの先端部ｒｅ１（図７参照）が画像情報取得部４０の読取ライ
ンＬ４０を通過した時刻から時間「ｔ」だけ後の時刻である。また、時刻ｔ３は、紙幣Ｂ
Ｌの紫外光蛍光体領域ｒｅの後端部ｒｅ２（図７参照）が画像情報取得部４０の読取ライ
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ンＬ４０を通過した時刻から時間「ｔ」だけ後の時刻である。また、時刻ｔ４は、紙幣Ｂ
Ｌの後端部ＢＬ２（図７参照）が画像情報取得部４０の読取ラインＬ４０を通過した時刻
から時間「ｔ」だけ後の時刻である。
【００８８】
　時間「ｔ」の値は、画像情報取得部４０の読取ラインＬ４０から紫外線センサ７０まで
の距離の値「ｘ」を紙幣ＢＬの搬送速度の値「Ｓ」で割ることによって算出された値にな
っている。
【００８９】
　紙葉類鑑別装置１の制御部１２０（図１参照）は、画像情報取得部４０によって取得さ
れた紙幣ＢＬの画像情報に基づいて、紙幣ＢＬの先端部ＢＬ１、紫外光蛍光体領域ｒｅの
先端部ｒｅ１、紫外光蛍光体領域ｒｅの後端部ｒｅ２、及び、紙幣ＢＬの後端部ＢＬ２が
、どの時刻に画像情報取得部４０の読取ラインＬ４０に到達したのかを（又は、読取ライ
ンＬ４０を通過したのかを）認識することができる。
【００９０】
　次に、制御部１２０は、鑑別に用いる領域の紫外光蛍光反応情報（以下、「鑑別用領域
の情報」と称する）として、紫外光蛍光反応情報の中から、時刻ｃ１～ｃ２の情報を切り
出す。
【００９１】
　次に、制御部１２０は、鑑別用領域の情報に基づいて、紙幣ＢＬの下側表面及び上側表
面の紫外光蛍光反応情報を特定する。ここでは、紙幣ＢＬの下側表面の紫外光蛍光反応情
報を「ＶＡ（ｎ）」とし、紙幣ＢＬの上側表面の紫外光蛍光反応情報を「ＶＢ（ｎ）」と
して説明する。紫外光蛍光反応情報ＶＡ（ｎ）は、下側紫外線センサ５１によって検出さ
れた紙幣ＢＬの紫外光蛍光反応情報（紙幣ＢＬの下側表面の紫外光蛍光反応の強度比と搬
送距離との関係の情報）である。また、紫外光蛍光反応情報ＶＢ（ｎ）は、上側紫外線セ
ンサ５６によって検出された紙幣ＢＬの紫外光蛍光反応情報（紙幣ＢＬの上側表面の紫外
光蛍光反応の強度比と搬送距離との関係の情報）である。
【００９２】
　次に、制御部１２０は、磁気情報取得部３０の磁気センサ３６で取得された磁気情報や
画像情報取得部４０の光学イメージセンサ４１，４６で取得された画像情報に基づいて、
紙幣ＢＬの金種を特定する。
【００９３】
　次に、制御部１２０は、記憶部から特定された金種に該当する登録紫外光蛍光反応情報
を読み出し、紫外光蛍光反応情報ＶＡ（ｎ），ＶＢ（ｎ）が記憶部から読み出された登録
紫外光蛍光反応情報に該当するか否かを判別する。
【００９４】
　このように、制御部１２０は、紙幣ＢＬの下側表面及び上側表面の紫外光蛍光反応特性
を検出することによって、紫外光を用いた紙幣ＢＬの真贋判別を精度良く行うことができ
る。
【００９５】
　そして、制御部１２０は、磁気センサ３６、光学イメージセンサ４１，４６、紫外線セ
ンサ５１，５６、変位検出センサ６９によって取得された各種の情報を総合的に用いるこ
とによって、紙幣ＢＬの枚数や、走行状態、金種、真贋、損傷の程度（正損）等を鑑別す
る。
【００９６】
　係る構成において、紙葉類鑑別装置１は、下側紫外線センサ５１及び上側紫外線センサ
５６が互いにずれた位置に配置されている。そのため、下側紫外線センサ５１は、上側紫
外線センサ５６から照射された紫外光の一部が紙幣ＢＬを透過した透過光により励起され
る励起光を受光することを抑制することができる。
【００９７】
　したがって、下側紫外線センサ５１は、下側紫外線センサ５１自身から照射された紫外
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光により励起される励起光のみを受光することができる。同様に、上側紫外線センサ５６
も、上側紫外線センサ５６自身から照射された紫外光により励起される励起光のみを受光
することができる。
【００９８】
　このような紙葉類鑑別装置１は、紫外線センサ５１，５６が互いに干渉し合うことを抑
制することができる。また、紙葉類鑑別装置１は、紫外光を用いる鑑別において、仮に、
鑑別する紙幣ＢＬが紫外光蛍光体領域ｒｅを紙面の全部分に有する偽券であって、紫外光
蛍光反応が紙幣ＢＬの紙面の全部分から検出される場合であっても、紫外光蛍光反応が紙
面の特定の一部分だけから検出されたか否かを判別することによって、その紙幣ＢＬを偽
券として適正に判別することができる。
【００９９】
　また、図２及び図３に示すように、紙葉類鑑別装置１は、紫外線センサ５１を駆動ロー
ラ２１ａの回転軸２１ｃａｘに極力近い位置に配置するとともに、紫外線センサ５６を従
動ローラ２６ａの回転軸２６ｃａｘの真横に配置している。したがって、紫外線センサ５
１，５６は、紙幣ＢＬがクランプされている位置の近傍の位置に配置されており、その位
置で、紙幣ＢＬの紫外光蛍光反応特性を検出することができる。これにより、紙葉類鑑別
装置１は、紙幣ＢＬの搬送のバタツキによる出力変動の影響をほぼゼロに抑えた状態で、
紙幣ＢＬの紫外光蛍光反応特性を検出することができ、その結果、安定した紫外光蛍光反
応特性を検出することができる。そのため、紙葉類鑑別装置１は、精度の高い真贋判別を
行うことができる。
【０１００】
　以上の通り、本実施形態１に係る紙葉類鑑別装置１によれば、互いに対向しないように
配置された紫外線センサ５１，５６で紙幣ＢＬの下側表面及び上側表面の紫外光蛍光反応
特性を検出することによって、紙幣ＢＬの部分的な紫外光蛍光反応特性とコピー用紙等の
全面の紫外光蛍光反応特性とを区別することができる。そのため、紙葉類鑑別装置１は、
紫外光を用いる鑑別において紙幣ＢＬの真贋判別性能（真券と偽券との判別性能）を向上
させることができる。
【０１０１】
　また、紙葉類鑑別装置１によれば、紫外線センサ５１，５６を駆動ローラ２１の回転軸
２１ｃａｘの近傍の位置に配置しているため、紙幣ＢＬの搬送のバタツキによる出力変動
の影響をほぼゼロに抑えた状態で、紙幣ＢＬの紫外光蛍光反応特性を検出することができ
る。そのため、紙葉類鑑別装置１は、精度の高い真贋判別を行うことができる。
【０１０２】
　［実施形態２］
　実施形態１に係る紙葉類鑑別装置１（図６参照）は、紫外線センサ７０（５１，５６）
のケース７３が外部に露出している。そのため、紙葉類鑑別装置１は、防塵効果を得るた
めに、紫外線センサ実装基板１１５と搬送面１７とは逆側の面に形成された搬送ガイド１
６の仕切り部１８との間に防塵部材１１６を設置している。しかしながら、これにより、
紙葉類鑑別装置１は、防塵部材１１６を設置するための費用や手間がかかるため、製造費
用が高騰する可能性がある。
【０１０３】
　そこで、本実施形態２では、安価な構成で防塵効果を得ることができる紙葉類鑑別装置
１Ｂを提供する。
【０１０４】
　本実施形態２に係る紙葉類鑑別装置１Ｂは、紙葉類鑑別装置１と比較すると、紫外線セ
ンサ７０が外側ケース８１によって覆われたカプセル型紫外線センサ８０として構成され
ている点、及び、搬送ガイド１７に設けられた紫外線センサ取付部９１を介してカプセル
型紫外線センサ８０や従動ローラ２６ｃを搬送ガイド１６（搬送ガイド１１も同様）に実
装している点で相違している。
【０１０５】
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　以下、図９～図１３を参照して、本実施形態２に係る紙葉類鑑別装置１Ｂの構成につき
説明する。ここでは、本実施形態２で用いる紫外線センサ取付部９１が搬送ガイド１６に
設けられた場合を例にして説明する。
【０１０６】
　図９及び図１０は、それぞれ、本実施形態２に係る紙葉類鑑別装置１Ｂで用いるカプセ
ル型紫外線センサ８０及び紫外線センサ取付部９１の構成を示す図である。図９（ａ）は
、斜め上方向から見たカプセル型紫外線センサ８０及び紫外線センサ取付部９１の構成を
示している。図９（ｂ）は、上方向から見た紫外線センサ取付部９１の構成を示している
。図１０は、前方向から見たカプセル型紫外線センサ８０及び紫外線センサ取付部９１の
断面構成を示している。また、図１１は、本実施形態２で用いるカプセル型紫外線センサ
８０の構成を示す図である。図１１（ａ）～図１１（ｄ）は、それぞれ、斜め上方向、上
方向、下方向、及び、左方向から見たカプセル型紫外線センサ８０の構成を示している。
また、図１２及び図１３は、それぞれ、本実施形態２で用いる紫外線センサ取付部９１の
製造方法を示す図である。
【０１０７】
　図９及び図１０に示すように、本実施形態２に係る紙葉類鑑別装置１Ｂは、紫外線セン
サ取付部９１が搬送ガイド１６に設けられた構成になっている。紫外線センサ取付部９１
は、カプセル型紫外線センサ８０や、従動ローラ２６ｃが実装される部位である。なお、
ここでは、図示していないが、搬送ガイド１１（図１参照）も、搬送ガイド１６と同様の
構成になっている。
【０１０８】
　図９（ａ）に示すように、紫外線センサ取付部９１は、従動ローラ２６ｃの配置位置か
ら軸方向にずらされた位置に配置されている。紫外線センサ取付部９１には紫外線センサ
収納部９２が設けられており、カプセル型紫外線センサ８０が紫外線センサ収納部９２に
収納されている。
【０１０９】
　図９（ａ）に示すように、紫外線センサ収納部９２の底部には、円形孔状の開口部９１
ＯＰが貫通するように形成されている。開口部９１ＯＰは、カプセル型紫外線センサ８０
の後記するレンズ窓部８３（図１１（ａ）参照）が挿入される挿入孔として機能する。ま
た、紫外線センサ収納部９２には、２つの係合部９３が形成されている。係合部９３は、
カプセル型紫外線センサ８０の後記する突起部８４（図１０及び図１１参照）と係合する
部位である。係合部９３は、鉤状に曲がるように形成されている。係合部９３は、カプセ
ル型紫外線センサ８０の後記する突起部８４（図１０及び図１１参照）とともに、カプセ
ル型紫外線センサ８０の固定機構を構成している。２つの係合部９３は、開口部９１ＯＰ
を介して互いに対向するように形成されている。
【０１１０】
　図１０に示すように、本実施形態２で用いるカプセル型紫外線センサ８０は、紫外線セ
ンサ７０が外側ケース８１と防塵パッキン８９とによって覆われたカプセル型の構成にな
っている。これによって、カプセル型紫外線センサ８０は、塵埃（紙粉や粉塵等）が紫外
線センサ７０のケース７３（特に、光通路７５）に付着することを防止している。以下、
ケース７３を外側ケース８１と区別する場合に「内側ケース７３」と称する。
【０１１１】
　外側ケース８１は、収納部８２（図１１（ａ）～図１１（ｄ）参照）と、レンズ窓部８
３（図１１（ａ）及び図１１（ｂ）参照）と、２つの突起部８４（図１１（ａ）～図１１
（ｄ）参照）とを有している。
【０１１２】
　収納部８２は、紫外線センサ７０を収納する部位である。本実施形態２では、収納部８
２は、直方体形状に形成されている。
【０１１３】
　レンズ窓部８３は、光を透過させる部位（透過部）である。レンズ窓部８３は、円柱状
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（円筒状を含む）に形成されている。
【０１１４】
　突起部８４は、紫外線センサ取付部９１に形成された係合部９３と係合する部位である
。突起部８４は、収納部８２からレンズ窓部８３の外周方向（径方向）に突出するように
形成されている。
【０１１５】
　カプセル型紫外線センサ８０は、カプセル型紫外線センサ８０の内部での紫外線センサ
７０の配置位置を規定する部位（以下、「第１位置決め部」と称する）８６が内部に形成
されている。第１位置決め部８６は、平坦面状に形成されている。第１位置決め部８６は
、紫外線センサ７０の内側ケース７３に形成された直交面７３ａと当接することによって
、素子実装基板７７からレンズ７４までの距離が所定距離「Ｈ１」となるように、紫外線
センサ７０の配置位置を規定する。直交面７３ａは、光通路７５の周囲に、内側ケース７
３の紫外光の照射方向に対して直交する平坦面である。
【０１１６】
　また、カプセル型紫外線センサ８０は、紫外線センサ取付部９１に対するカプセル型紫
外線センサ８０の配置位置を規定する部位（以下、「第２位置決め部」と称する）８７が
外部に形成されている。第２位置決め部８７は、平坦面状に形成されている。第２位置決
め部８７は、搬送面９６とは逆側に形成された紫外線センサ取付部９１の平坦面９５と当
接することによって、レンズ７４から紙幣ＢＬの表面までの距離が所定距離「Ｈ２」とな
るように、カプセル型紫外線センサ８０の配置位置を規定する。
【０１１７】
　図１１（ａ）及び図１１（ｂ）に示すように、レンズ窓部８３は、円柱状（円筒状を含
む）に形成されており、紫外線センサ取付部９１に形成された開口部９１ＯＰ（図９（ｂ
）及び図１０参照）に嵌め込まれる。レンズ窓部８３は、開口部９１ＯＰとほぼ同じサイ
ズに形成されている。したがって、レンズ窓部８３は、開口部９１ＯＰを封止して、塵埃
が紫外線センサ収納部９２の内部に侵入することを防止する封止カバーとして機能する。
【０１１８】
　カプセル型紫外線センサ８０は、レンズ窓部８３が開口部９１ＯＰに嵌め込まれた状態
で、円形孔状に形成された開口部９１ＯＰの内壁面に沿って回転される。このとき、突起
部８４と係合部９３とが係合する。これにより、カプセル型紫外線センサ８０は、紫外線
センサ取付部９１に固定される。
【０１１９】
　係る構成において、紙葉類鑑別装置１Ｂは、紙幣ＢＬの鑑別時に、紙幣ＢＬを前方向又
は後方向に搬送させながら、カプセル型紫外線センサ８０の発光部７１（図１０参照）か
ら紫外光を紙幣ＢＬに向けて照射し、紙幣ＢＬに照射された紫外光が紙幣ＢＬの表面で反
射した反射光と前記紫外光が照射されることにより紫外光蛍光体領域から発せられる励起
光とをカプセル型紫外線センサ８０のレンズ７４により一方向に集光し、紫外線遮光体７
９により前記反射光を遮光し、前記励起光のみを受光部７２（図１０参照）で受けて、蛍
光反応の出力値を読み取る。
【０１２０】
　その際に、紙幣ＢＬは、搬送路１０（図１参照）に沿ってバタツキながらカプセル型紫
外線センサ８０の配置位置を通過する。そのため、塵埃（紙粉や粉塵等）が搬送路１０内
で舞う状態が発生する。
【０１２１】
　このとき、カプセル型紫外線センサ８０は、外側ケース８１と防塵パッキン８９とによ
り、塵埃がカプセル型紫外線センサ８０の内部に侵入することを防止する。これにより、
カプセル型紫外線センサ８０は、塵埃が紫外線センサ７０の内側ケース７３（特に、光通
路７５）に付着することを防止する。
【０１２２】
　また、紙葉類鑑別装置１Ｂは、紙幣ＢＬのエッジ部分が紫外線センサ取付部９１の開口
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部９１ＯＰに入り込んでしまい、これによって、紙幣ＢＬの搬送ジャム（搬送障害）が発
生することがないように、円柱状（円筒状を含む）に形成されたレンズ窓部８３で開口部
９１ＯＰを塞ぐ構成になっている。これにより、紙葉類鑑別装置１Ｂは、紙幣ＢＬの搬送
ジャム（搬送障害）の発生を抑制することができるため、紙幣ＢＬの紫外光蛍光反応特性
を良好に検出することができる。
【０１２３】
　なお、紙葉類鑑別装置１Ｂは、仕様によって、カプセル型紫外線センサ８０を実装する
必要がない場合がある。そこで、紙葉類鑑別装置１Ｂは、カプセル型紫外線センサ８０を
実装する構成とカプセル型紫外線センサ８０を実装しない構成とに、選択的に変更できる
ようにするとよい。
【０１２４】
　このような構成は、開口部９１ＯＰが形成されている紫外線センサ取付部９１ａ（図１
２（ｂ）及び図１２（ｃ）参照）を設けた搬送ガイド１６と、開口部９１ＯＰが形成され
ていない紫外線センサ取付部９１ｂ（図１３（ｂ）及び図１３（ｃ）参照）を設けた搬送
ガイド１６とを選択的に用いることによって実現することができる。
【０１２５】
　紫外線センサ取付部９１ａ，９１ｂは、例えば、図１２及び図１３に示すように、一部
分が入れ替え可能な金型９８ａ，９８ｂを用い、金型の一部分を入れ替えて駒構造で金型
に形成された孔９７ＯＰを塞いだ状態又は開放した状態にすることによって、選択的に製
造することができる。
【０１２６】
　図１２（ａ）は、金型９８ａを金型９７に載置させ、その状態で溶融された樹脂を金型
９８ａと金型９７との間に流し込むことによって、紫外線センサ取付部９１ａを製造する
ことを示している。金型９８ａは、入れ替え可能な金型である。金型９８ａは、孔９７Ｏ
Ｐを塞ぐように構成されている。金型９８ａは、樹脂が孔９７ＯＰに流れ込まないように
、溶融された樹脂の流れＡｒ１を阻害する構成になっている。
【０１２７】
　図１２（ｂ）及び図１２（ｃ）は、図１２（ａ）に示す製造方法によって製造された紫
外線センサ取付部９１ａの構成を示している。紫外線センサ取付部９１ａには、開口部９
１ＯＰが形成されている。
【０１２８】
　一方、図１３（ａ）は、金型９８ｂを金型９７に載置させ、その状態で溶融された樹脂
を金型９８ｂと金型９７との間に流し込むことによって、紫外線センサ取付部９１ｂを製
造することを示している。金型９８ｂは、入れ替え可能な金型である。金型９８ｂは、孔
９７ＯＰを開放するように構成されている。金型９８ｂは、樹脂が孔９７ＯＰに流れ込む
ように、溶融された樹脂の流れＡｒ２を阻害しない構成になっている。
【０１２９】
　図１３（ｂ）及び図１３（ｃ）は、図１３（ａ）に示す製造方法によって製造された紫
外線センサ取付部９１ｂの構成を示している。紫外線センサ取付部９１ｂには、フタ部９
１ＣＰが形成されている。したがって、紫外線センサ取付部９１は、フタ部９１ＣＰで開
口部９１ＯＰを塞いて、開口部９１ＯＰを搬送路１０（図１参照）に露出させない構成に
なっている。
【０１３０】
　なお、図示例では、フタ部９１ＣＰは、紙幣ＢＬのエッジ部分が紫外線センサ取付部９
１の開口部９１ＯＰに入り込まないように、円形状かつエッジ部に傾斜面を持たせた形状
に形成されている。
【０１３１】
　このように、紙葉類鑑別装置１Ｂは、紫外線センサ取付部９１の製造過程で金型の一部
を金型９８ａや金型９８ｂに入れ替えて製造することにより、開口部９１ＯＰが形成され
ている紫外線センサ取付部９１ａと開口部９１ＯＰが形成されていない紫外線センサ取付
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部９１ｂとを選択的に製造することができる。
【０１３２】
　そして、紙葉類鑑別装置１Ｂは、紫外線センサ取付部９１ａを設けた搬送ガイド１６と
紫外線センサ取付部９１ｂを設けた搬送ガイド１６とを選択的に用いることにより、カプ
セル型紫外線センサ８０を実装する構成とカプセル型紫外線センサ８０を実装しない構成
とに、選択的に変更することができる。
【０１３３】
　このような紙葉類鑑別装置１Ｂは、カプセル型紫外線センサ８０を実装する必要がない
場合に、開口部９１ＯＰが搬送路１０（図１参照）に露出したままの状態になることを防
止することができる。これにより、紙葉類鑑別装置１Ｂは、紙幣ＢＬの搬送ジャム（搬送
障害）の発生を抑制することができるため、紙幣ＢＬの紫外光蛍光反応特性を良好に検出
することができる。
【０１３４】
　以上の通り、本実施形態２に係る紙葉類鑑別装置１Ｂによれば、実施形態１に係る紙葉
類鑑別装置１と同様に、紫外光を用いる鑑別において紙幣ＢＬの真贋判別性能（真券と偽
券との判別性能）を向上させることができる。また、紙葉類鑑別装置１Ｂによれば、紙葉
類鑑別装置１と同様に、精度の高い真贋判別を行うことができる。
【０１３５】
　しかも、紙葉類鑑別装置１Ｂによれば、実施形態１に係る紙葉類鑑別装置１に比べて、
紫外線センサ７０が外側ケース８１によって覆われたカプセル型紫外線センサ８０として
構成されているため、安価な構成で防塵効果を得ることができる。
【０１３６】
　また、紙葉類鑑別装置１Ｂによれば、円柱状のレンズ窓部８３を外側ケース８１に設け
たことによって、紙幣ＢＬの搬送性能を向上させることができる。
【０１３７】
　また、紙葉類鑑別装置１Ｂによれば、紫外線センサ取付部９１の製造時において、金型
の一部を駒構造の入れ替え可能な金型９８ａ又は９８ｂとして構成して、紫外線センサ取
付部９１の開口部９１ＯＰを任意に塞ぐ構成にすることができる。そのため、紙葉類鑑別
装置１Ｂによれば、紫外線センサ７０（５１，５６）を選択的に実装させたり実装させな
かったりする場合や、紫外線センサ７０（５１，５６）を実装する位置を複数個所設ける
場合等のように、紫外線センサ７０（５１，５６）の実装状況に合わせて紫外線センサ取
付部９１を設けた搬送ガイド１６を様々な形状に安価に形成することができる。
【０１３８】
　［実施形態３］
　本実施形態３は、紫外光蛍光反応情報取得部５０の紫外線センサ７０（５１，５６）の
駆動タイミング（紫外光蛍光反応特性の取得タイミング）を光学情報取得部４０の光学イ
メージセンサ４１，４６の発光部の駆動タイミング（画像情報の取得タイミング）に同期
させた紙葉類鑑別装置１Ｃを提供する。
【０１３９】
　以下、図１４を参照して、本実施形態３に係る紙葉類鑑別装置１Ｃの構成につき説明す
る。図１４は、実施形態３に係る紙葉類鑑別装置１Ｃのブロック構成を示す図である。こ
こでは、前記した制御部１２０を「メイン制御部１２０」と称して説明する。
【０１４０】
　図１４に示すように、本実施形態３に係る紙葉類鑑別装置１Ｃは、以下の（１）～（４
）の事項を満たす構成になっている。
【０１４１】
　（１）紙葉類鑑別装置１Ｃは、２つの光学イメージセンサ駆動用の駆動制御部１１０を
有する構成になっている。駆動制御部１１０は、紫外線センサ７０から出力される信号を
増幅する増幅部１１１を備えている。
【０１４２】
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　（２）紙葉類鑑別装置１Ｃは、下側光学イメージセンサ４１を構成する密着イメージセ
ンサ（ＣＩＳ）４９と一方の駆動制御部１１０とが接続コード１３０で接続されていると
ともに、上側光学イメージセンサ４６を構成するＣＩＳ４９と他方の駆動制御部１１０と
が接続コード１３０で接続された構成になっている。
【０１４３】
　（３）紙葉類鑑別装置１Ｃは、下側紫外線センサ５１を構成する紫外線センサ７０と一
方の駆動制御部１１０とが接続コード１３０で接続されているとともに、上側紫外線セン
サ５６を構成する紫外線センサ７０と他方の駆動制御部１１０とが接続コード１３０で接
続された構成になっている。
【０１４４】
　（４）紙葉類鑑別装置１Ｃは、２つの駆動制御部１１０とメイン制御部１２０とが接続
コード１３０で接続された構成になっている。
【０１４５】
　係る構成において、紙葉類鑑別装置１Ｃは、紙幣ＢＬの鑑別時に、以下のように動作す
る。
【０１４６】
　紙葉類鑑別装置１Ｃは、紙幣ＢＬを鑑別する場合に、紙幣ＢＬを搬送しながら、磁気情
報取得部３０（図１参照）で紙幣ＢＬの磁気情報を取得し、画像情報取得部光学情報取得
部４０で紙幣ＢＬの下側表面及び上側表面の画像情報を取得し、紫外光蛍光反応情報取得
部５０で紙幣ＢＬの下側表面及び上側表面の紫外光蛍光反応情報を取得し、厚さ情報取得
部６０（図１参照）で紙幣ＢＬの厚さ情報を取得する。
【０１４７】
　このとき、紙葉類鑑別装置１Ｃの紫外線センサ７０は、発光部７１から紫外光を紙幣Ｂ
Ｌに照射するとともに、紙幣ＢＬの表面からの励起光を受光部７２で受光し、受光された
励起光の強度に対応する値のアナログ信号を駆動制御部１１０に出力する。
【０１４８】
　駆動制御部１１０の増幅部１１１は、紫外線センサ７０からアナログ信号が入力される
と、入力された信号を増幅して、アナログ信号のままか若しくはデジタルデータにＡＤ変
換して、メイン制御部１２０に出力する。
【０１４９】
　メイン制御部１２０は、磁気センサ３６、光学イメージセンサ４１，４６、紫外線セン
サ７０（５１，５６）、変位検出センサ６９によって取得された各種の情報を総合的に用
いることによって、紙幣ＢＬの枚数や、走行状態、金種、真贋、損傷の程度（正損）等を
鑑別する。
【０１５０】
　このような紙葉類鑑別装置１Ｃは、仮に、以下のように構成された比較例に係る紙葉類
鑑別装置１００１（図示せず）と比較した場合に、比較例に係る紙葉類鑑別装置１００１
に対して、以下のような効果を得ることができる。
【０１５１】
　ここでは、紙葉類鑑別装置１００１は、以下の（１）～（４）の事項を満たす構成にな
っているものとして説明する。
　（１）紙葉類鑑別装置１００１（図示せず）は、２つの光学イメージセンサ駆動用の駆
動制御部１１０と、２つの紫外線センサ駆動用の駆動制御部１１１０（図示せず）とを有
する構成になっている。紫外線センサ駆動用の駆動制御部１１１０（図示せず）は、紫外
線センサ７０から出力される信号を増幅する増幅部１１１を備えている。なお、光学イメ
ージセンサ駆動用の駆動制御部１１０は、増幅部１１１が削除された構成であってもよい
。
【０１５２】
　（２）紙葉類鑑別装置１００１（図示せず）は、本実施形態３に係る紙葉類鑑別装置１
Ｃと同様に、下側光学イメージセンサ４１を構成するＣＩＳ４９と一方の駆動制御部１１
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０とが接続コード１３０で接続されているとともに、上側光学イメージセンサ４６を構成
するＣＩＳ４９と他方の駆動制御部１１０とが接続コード１３０で接続された構成になっ
ている。
【０１５３】
　（３）紙葉類鑑別装置１００１（図示せず）は、下側紫外線センサ５１を構成する紫外
線センサ７０と一方の紫外線センサ駆動用の駆動制御部１１１０（図示せず）とが接続コ
ード１３０で接続されているとともに、上側紫外線センサ５６を構成する紫外線センサ７
０と他方の紫外線センサ駆動用の駆動制御部１１１０（図示せず）とが接続コード１３０
で接続された構成になっている。
【０１５４】
　（４）紙葉類鑑別装置１００１（図示せず）は、２つの光学イメージセンサ駆動用の駆
動制御部１１０とメイン制御部１２０とが接続コード１３０で接続されているとともに、
紫外線センサ駆動用の駆動制御部１１１０（図示せず）とメイン制御部１２０とが接続コ
ード１３０で接続された構成になっている。
【０１５５】
　係る構成において、比較例に係る紙葉類鑑別装置１００１（図示せず）は、２つの光学
イメージセンサ駆動用の駆動制御部１１０と２つの紫外線センサ駆動用の駆動制御部１１
１０（図示せず）のそれぞれの駆動タイミングが同期しない構成になってしまう。
【０１５６】
　このような紙葉類鑑別装置１００１（図示せず）のメイン制御部１２０は、本実施形態
３に係る紙葉類鑑別装置１Ｃと比較すると、紙幣ＢＬの紫外光蛍光反応特性の検出処理時
に、光学情報取得部４０によって取得された画像情報に基づく紙幣ＢＬの鑑別処理に干渉
される可能性があるため、紫外光蛍光反応特性の検出精度を低下させてしまう可能性があ
る。
【０１５７】
　また、比較例に係る紙葉類鑑別装置１００１（図示せず）は、本実施形態３に係る紙葉
類鑑別装置１Ｃと比較すると、２つの紫外線センサ７０と２つの紫外線センサ駆動用の駆
動制御部１１１０（図示せず）とを接続するための２本の接続コード１３０と、２つの駆
動制御部１１１０（図示せず）とメイン制御部１２０とを接続するための２本の接続コー
ド１３０との、合計４本の接続コード１３０が余分に必要になる。
【０１５８】
　これに対して、本実施形態３に係る紙葉類鑑別装置１Ｃは、ＣＩＳ４９及び紫外線セン
サ７０が駆動制御部１１０に接続されているため、駆動制御部１１０がＣＩＳ４９の駆動
タイミングに同期して紫外線センサ７０の発光制御を行うことができるとともに、増幅部
１１１が駆動制御部１１０に一体化されているため、駆動制御部１１０が紫外線センサ７
０からの出力を増幅してメイン制御部１２０に出力することができる。
【０１５９】
　紙葉類鑑別装置１Ｃは、磁気センサ３６、光学イメージセンサ４１，４６、紫外線セン
サ７０（５１，５６）、変位検出センサ６９によって取得された各種の情報を総合的に用
いることによって、紙幣ＢＬの枚数や、走行状態、金種、真贋、損傷の程度（正損）等を
鑑別する。
【０１６０】
　以上の通り、本実施形態３に係る紙葉類鑑別装置１Ｃによれば、実施形態１，２に係る
紙葉類鑑別装置１，１Ｂと同様に、紫外光を用いる鑑別において紙幣ＢＬの真贋判別性能
（真券と偽券との判別性能）を向上させることができる。また、紙葉類鑑別装置１Ｃによ
れば、実施形態１，２に係る紙葉類鑑別装置１，１Ｂと同様に、精度の高い真贋判別を行
うことができる。
【０１６１】
　しかも、紙葉類鑑別装置１Ｃによれば、実施形態１，２に係る紙葉類鑑別装置１，１Ｂ
に比べて、紫外光蛍光反応情報取得部５０の紫外線センサ７０（５１，５６）の駆動タイ
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ミング（紫外光蛍光反応特性の取得タイミング）を光学情報取得部４０の光学イメージセ
ンサ４１，４６の駆動タイミング（画像情報の取得タイミング）に同期させることができ
る。そのため、紙葉類鑑別装置１Ｃによれば、メイン制御部１２０が、光学情報取得部４
０によって取得された画像情報に基づく紙幣ＢＬの鑑別処理に干渉されずに、紙幣ＢＬの
紫外光蛍光反応特性の検出を行うことができるため、精度の良い紙幣ＢＬの紫外光蛍光反
応特性の検出を行うことができる。
【０１６２】
　また、紙葉類鑑別装置１Ｃによれば、メイン制御部１２０に接続する接続コード１３０
の数を、紫外線センサ７０（５１，５６）の数分だけ低減させることができる。さらに、
紙葉類鑑別装置１Ｃによれば、紫外線センサ７０（５１，５６）の増幅部１１１を光学情
報取得部４０の駆動制御部１１０に一体化させることによって、回路や基板の数を低減さ
せることができる。そのため、紙葉類鑑別装置１Ｃによれば、製造費を低減させることが
できる。
【０１６３】
　なお、本発明は、前記した実施形態に限定されることなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲で種々の変更や変形を行うことができる。
【０１６４】
　例えば、前記した実施形態は、本発明の要旨を分かり易く説明するために詳細に説明し
たものである。そのため、本発明は、必ずしも説明した全ての構成を備えるものに限定さ
れるものではない。また、本発明は、ある実施形態の構成の一部を他の実施形態の構成に
追加したり、置き換えたりすることができる。また、本発明は、ある実施形態の構成から
一部の構成を削除することができる。
【０１６５】
　また、例えば、前記した実施形態では、紙葉類鑑別装置１の搭載装置がＡＴＭである場
合を想定して説明している。しかしながら、紙葉類鑑別装置１は、ＡＴＭ以外の紙葉類を
鑑別する機能を有する様々な装置に搭載することができる。
【０１６６】
　また、例えば、前記した実施形態では、搬送部材と挟持部材とがローラによって構成さ
れている場合を想定して説明している。しかしながら、搬送部材と挟持部材とは、ベルト
によって構成してもよい。
【０１６７】
　また、例えば、紙葉類鑑別装置１は、紫外線センサ５１，５６と同様に、互いに対向し
ない位置（すなわち、互いに干渉し合わない位置）に配置された複数の赤外線センサを有
する構成にしてもよい。赤外線センサは、紙葉類に赤外線を照射した場合の紙葉類の特性
情報を取得するセンサである。
【符号の説明】
【０１６８】
　１　　紙葉類鑑別装置
　２　　下側フレーム
　３　　上側フレーム
　３ａｘ　　回動支点
　４　　連結部
　６　　ロックレバー
　６ａｘ　　回動支点
　６ｂ　　フック部
　７，９３　　係合部
　１０　　搬送路
　１１　　下側搬送ガイド（第１ガイド）
　１２　　上面（下側搬送面）
　１６　　上側搬送ガイド（第２ガイド）



(24) JP 6350253 B2 2018.7.4

10

20

30

40

50

　１６ＯＰ　　開口部
　１７　　下面（上側搬送面）
　１８　　仕切り部
　２１ａ，２１ｂ，２１ｃ　　駆動ローラ（搬送部材）
　２１ｃａｘ　　回転軸
　２６ａ，２６ｂ，２６ｃ　　従動ローラ（挟持部材）
　２６ｃａｘ　　回転軸
　３０　　磁気情報取得部
　３１　　磁気ギャップローラ
　３６　　磁気センサ
　３７　　磁気センサ読取面
　４０　　光学情報取得部
　４１　　下側光学イメージセンサ（ラインイメージセンサ）
　４６　　上側光学イメージセンサ（ラインイメージセンサ）
　４９　　密着イメージセンサ（ＣＩＳ）
　５０　　紫外光蛍光反応情報取得部
　５１　　下側紫外線センサ（第１紫外線センサ）
　５６　　上側紫外線センサ（第２紫外線センサ）
　６０　　厚み情報取得部
　６１　　基準ローラ
　６６　　検知ローラ
　６６ａｘ　　回転軸
　６８　　支持部材
　６８ａｘ　　回動支点
　６９　　変位検出センサ（厚さ検出センサ）
　７０（５１，５６）　　紫外線センサ
　７１　　発光部
　７２　　受光部
　７３　　ケース（内側ケース）
　７３ａ　　直交面
　７４　　ロッドレンズ
　７５　　光通路（円筒部）
　７６　　カバー部材
　７７　　素子実装基板
　７８　　収納部
　８０　　カプセル型紫外線センサ
　８１　　外側ケース
　８２　　収納部
　８３　　レンズ窓部（透過部）
　８４　　突起部
　８６　　第１位置決め部
　８７　　第２位置決め部
　８９　　防塵パッキン
　９１，９１ａ，９１ｂ　　紫外線センサ取付部
　９１ＣＰ　　フタ部
　９１ＯＰ　　開口部（挿入孔）
　９２　　紫外線センサ収納部
　９４　　仕切板
　９５　　平坦面
　９６　　搬送面
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　９７，９８ａ，９８ｂ　　金型
　９７ＯＰ　　孔
　１１０　　駆動制御部
　１１１　　増幅部
　１１５　　紫外線センサ実装基板
　１１６　　防塵部材
　１２０　　制御部（メイン制御部）
　１３０　　接続コード
　ｒｅ　　紫外光蛍光体領域
　ＢＬ　　紙葉類（紙幣）
　Ｌ４０　　読取ライン
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